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PARTNERから得られる情報 

・第2次ODA改革懇談会の提言に基づいて、 JICAが運営している
WEBサイト。→国の施策！ 
・登録者は約2万人、登録団体は約１千団体 
・年間3,300件以上の人材募集、1,700件を超える研修／セミナー情報
の掲載 
・サイトのアクセス数は50万件／月以上。  

・国際協力業界の概要、経験者のインタービュー、 特集などのコン
テンツが多数！ 
・内部ｺﾝﾃﾝﾂ以外にも登録団体から発信情報を掲載。 
 

※PARTNERは国際協力のためのプラットフォーム 



ＪＩＣＡのＨＰの 
ＴＯＰページ右下 



働く！ 
＝求人情報を 

検索 
団体、契約形態は

様々 

学ぶ！ 
＝研修・セミナーで 

情報収集 

各段階に
応じた情報
収集が行え
ます。 
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PARTNER  TOPページ 



PARTNERでは何ができるの？ 

国際協力の仕事に携わりたい個人の方は 

国際協力を実施している団体の方は 

● 「求人情報」「研修・セミナー情報」を見ることができる 

● 「PARTNERメールサービス」に登録して、情報を得ることができる 

● 「キャリア相談」をすることができる 

● 「国際協力人材登録」を利用することができる 

● 「国際協力人材セミナー」に参加することができる 

● 「国際協力キャリア情報コンテンツ」 や「しごと＠JICA」等で国際協力の働き方・関わり方、JICAが募集する職種等を 

  詳しく知ることができる 

主に、以下のサービスを提供しています。 

● 「団体登録」をし、「求人情報」「研修・セミナー情報」を掲載することができる 

● 国際協力人材を閲覧することができる（閲覧可の対象は、国際協力人材登録者のうち、プロフィール公開希望者） 
● 「団体の国際協力事業」を広報することができる 

●PARTNER主催の国際協力団体セミナーに参加することができる 

●「求人情報」「研修・セミナー情報」を、メールサービス登録者（1万人以上）に自動配信される。 
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PARTNER活用の提案 

１．開発途上国の情報や分野課題に関する 

      現地の情報収集 

→関心のある地域・分野で活動している団体の情 

    報 を得ることができます。 

 

２．海外で活躍する人材をリクルート 

→海外での活動・生活経験があり、その国の言語 

    ができる人材の情報閲覧、コン タクトが可能です。 



 

求める人材の条件（住んでいる
都道府県、職種、分野や語学
など）を入力して検索。 

PARTNERの 

活用例（人材閲覧） 



 



独立行政法人 国際協力機構 

国際協力はここから始まる。 




